
昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て加

藤

良

光

本
稿
は
、
昭
和
十
二
年
に
財
團
法
人
「
共
生
會
」
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
月
刊
『
共
生
』
誌
の
各
号
に
掲
載
さ
れ
た
椎
尾
辨
匡
師
の
執
筆

文
、
講
演
録
の
中
か
ら
椎
尾
師
の
言
説
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
の
月
刊
『
共
生
』
誌
の
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
の
記
事
の
見
出
し
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
月
號
・
上
田
明
照
會
「
高
松
宮
殿
下
の
台
臨
を
仰
ぎ
て
」

・
椎
尾
辨
匡
「
正
し
き
停
頓
」

・
椎
尾
辨
匡
「
因
果
施
設
に
つ
い
て
」

・
宮
澤
説
成
「
神
國
日
本
の
自
覺
」

・
福
原
俊
丸
「
維
摩
經
問
疾
品
私
觀
（
上
）」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
百
首
」

・「
誌
上
年
賀
互
禮
會
」

・
宮
澤
雅
夫
「
創
作

大
い
な
る
命
」

・「
共
生
運
動
た
よ
り
」

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一



・「
編
輯
後
記
」

二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
（
一
）」

・
椎
尾
辨
匡
「
第
二
控
室
」

・
森
脇
孝
之
「
佛
意
に
隨
順
し
て
神
代
を
仰
ぐ
（
完
）」

・
宮
澤
説
成
「
人
格
的
活
動
」

・
福
原
俊
丸
「
維
摩
經
私
觀
問
疾
品
（
下
）」

・
椎
尾
辨
匡
「
講
座

原
理
の
實
踐
相
（
上
）
佛
敎
の
原
理
（
六
）」

・
宮
澤
雅
夫
「
創
作

見
え
ざ
る
穹
蒼
」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

・
丹
下
さ
と
し
「
來
る
べ
き
宗
敎
」

・「
全
國
結
衆
豫
告
」

・「
同
人
の
お
と
づ
れ
」

・「
各
地
共
生
た
よ
り
」

・「
編
輯
後
記
」

三
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
五
箇
條
御
誓
文
發
布
七
十
年
を
迎
へ
て
」

・
椎
尾
辨
匡
「
今
後
の
思
想
と
世
運
」

・
椎
尾
辨
匡
「
知
恩
の
よ
ろ
こ
び
」

・
椎
尾
辨
匡
「
原
理
の
實
踐
相
（
下
）
佛
敎
の
原
理
（
終
）」

共
生
文
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二



・
山
崎
良
順
譯
「
法
句
經
物
語
」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

・
宮
澤
雅
夫
「
隨
筆

ひ
と
り
・
ご
と
」

・「
椎
尾
先
生
豫
定
日
誌
」

・「
編
輯
後
記
」

四
月
號
・「
椎
尾
先
生
、
立
つ
！
」

・
椎
尾
辨
匡
「
文
政
敎
育
に
關
す
る
質
問
に
つ
い
て
」

・
椎
尾
辨
匡
「
解
散
に
至
る
事
情
」

・（
速
記
錄
）「
豫
算
本
會
議
演
説
」

・（
速
記
錄
）「
母
子
保
護
法
案
に
つ
い
て
」

・（
速
記
錄
）「
未
靑
年
者
禁
酒
法
に
つ
い
て
」

・
辨
匡
・
海
南
「
解
散
の
日
に
」

・
山
崎
良
順
譯
「
法
句
經
註
（
二
）」

・「
各
地
共
生
た
よ
り
」

・「
同
人
の
お
と
づ
れ
」

・「
新
聞
は
語
る
」

・「
編
輯
後
記
」

五
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
（
二
）」

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

三



・
椎
尾
辨
匡
「
當
選
所
感
」

・
椎
尾
辨
匡
「
選
擧
と
佛
者
大
会
を
終
り
て
」

・
椎
尾
辨
匡
「
社
會
不
安
と
佛
敎
」

・
椎
尾
辨
匡
「
働
く
人
生
の
尊
さ
」

・
椎
尾
辨
匡
「
躍
進
日
本
の
進
路
」

・
椎
尾
辨
匡
「
業
務
生
命
」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

・「
餘
錄
」

・
山
崎
良
順
「
偸
羅
低
舎
長
老
物
語
」

・「
各
地
共
生
た
よ
り
」

六
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
（
三
）」

・
椎
尾
辨
匡
「
佛
敎
社
會
事
業
論
」

・
椎
尾
辨
匡
「
現
下
の
我
が
國
情
に
對
す
る
我
等
の
覺
悟
」

・
丹
下
さ
と
し
「
健
康
敎
育
の
進
む
べ
き
道
」

・
古
屋
征
雁
「
い
ち
ご
」

・
山
崎
良
順
「
法
句
經
物
語
（
三
）」

・
古
屋
み
ち
を
「
合
掌
村
」

・
森
部
海
南
「
漢
詩
」

共
生
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・「
寺
を
ど
う
み
る
」

・「
共
生
會
決
算
報
告
」

・「
編
輯
後
記
」

七
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
（
四
）」

・
椎
尾
辨
匡
「
物
よ
り
人
へ
國
へ
」

・
椎
尾
辨
匡
「
大
鳴
門
に
立
ち
て
」

・
砥
上
種
樹
「
夏
休
み
の
子
供
の
敎
養
に
就
て
」

・
山
崎
良
順
「
法
句
經
物
語
（
四
）」

・「
全
國
共
生
結
集
案
内
」

・「
師
表
豫
定
日
誌
」

・「
編
輯
後
記
」

八
月
號
・
時
局
號

・
椎
尾
辨
匡
「
天
皇
旗
の
下
に
」

・
椎
尾
辨
匡
「
解
決
へ
の
道
」

・
椎
尾
辨
匡
「
大
難
の
め
ざ
め
」

・
椎
尾
辨
匡
「
日
本
國
民
の
人
道
的
使
命
」

・
椎
尾
辨
匡
「
物
よ
り
人
へ
國
へ
（
二
）」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

五



・
伊
藤
貫
哉
「
極
樂
參
道
（
一
）」

・
山
崎
良
順
「
法
句
經
物
語
」

・「
事
變
急
告
」

・「
全
國
共
生
結
衆
案
内
」

・「
編
輯
後
記
」

九
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
時
局
に
關
す
る
歌
」

・
椎
尾
辨
匡
「
國
民
！
起
て
！
」

・
椎
尾
辨
匡
「
時
局
の
深
さ
と
正
義
の
強
さ
」

・
椎
尾
辨
匡
「
蓮
友
戒
淨
君
を
憶
ふ
」

・
椎
尾
辨
匡
「
物
よ
り
人
へ
國
へ
（
三
）」

・
吉
原
自
覺
「
日
支
共
生
へ
の
道
」

・
岡
本
み
つ
「
千
人
針
・
其
他
」

・「
謹
告
」

・「
各
地
共
生
た
よ
り
」

・「
慰
問
金
募
集
」

十
月
號
・「
共
生
時
局
標
語
」

・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
（
五
）」

・
椎
尾
辨
匡
「
問
に
答
へ
て
」

共
生
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六



・
椎
尾
辨
匡
「
敎
化
と
政
治
」

・
宮
澤
説
成
「
勤
勞
生
活
の
大
道
」

・
丹
下
さ
と
し
「
溫
泉
と
健
康
敎
育
（
一
）」

・
山
崎
良
順
「
法
句
經
物
語
」

・「
椎
尾
先
生
豫
定
日
誌
」

・「
時
局
情
報
輯
錄
」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

十
一
月
號
・
國
民
精
神
總
動
員
特
輯
號

・
椎
尾
辨
匡
「
日
本
は
勝
つ
た
」

・
椎
尾
辨
匡
「
國
民
精
神
總
動
員
の
眞
義
」

・
椎
尾
辨
匡
「
學
校
と
國
民
精
神
總
動
員
」

・
椎
尾
辨
匡
「
御
勅
語
を
奉
戴
し
て
事
變
を
語
る
」

・
中
村
辨
康
「
支
那
事
變
斷
想
」

・
宮
澤
説
成
「
國
民
精
神
總
動
員
に
就
て
」

・
高
橋
海
龍
「
事
變
に
表
れ
た
宗
敎
界
の
一
點
景
」

・
藤
井
實
應
「
事
變
と
共
生
の
敎
」

・
野
々
村
弘
宣
「
銃
後
の
第
一
線
結
衆
」

・「
國
民
精
神
總
動
員
運
動
の
展
望
」

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

七



・「
事
變
と
共
生
會
」

・「
椎
尾
先
生
豫
定
日
誌
」

十
二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
」

・
椎
尾
辨
匡
「
事
變
に
現
れ
た
る
宗
敎
・
思
想
の
諸
問
題
」

・
野
村
勘
左
衞
門
「
事
變
と
國
民
精
神
作
興
」

・
森
部
海
南
「
呈
椎
尾
博
士
絶
句
三
百
首
」

・
丹
下
さ
と
し
「
溫
泉
と
健
康
敎
育
」

・
椎
尾
辨
匡
「
聖
徳
太
子
さ
ま
の
御
明
達
」

・「
昭
和
十
二
年
度
評
議
員
會
竝
諸
報
告
」

・
川
久
保
か
ね
代
「
大
阪
共
生
結
衆
」

・「
編
輯
後
記
」

以
上
の
よ
う
に
月
刊
『
共
生
』
に
は
椎
尾
師
の
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
多
方
面
に
亘
っ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い

て
は
、
次
の
五
項
目
を
挙
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
欧
米
に
対
す
る
見
方

二
、
ユ
ダ
ヤ
思
想
に
対
す
る
見
方

三
、
日
中
戦
争
に
対
す
る
見
方

四
、
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
に
つ
い
て

五
、
法
然
上
人
と
日
本
精
神
に
つ
い
て

共
生
文
化
研
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八



以
下
順
に
椎
尾
師
の
言
説
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
欧
米
に
対
す
る
見
方

椎
尾
師
は
月
刊
『
共
生
』
誌
昭
和
十
二
年
三
月
号
「
今
後
の
思
想
と
世
運
」
に
お
い
て
、

「
更
に
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
で
す
。
國
際
情
勢
の
上
に
於
き
ま
し
て
も
色
々
面
倒
が
あ
り
ま
す
、
ロ
シ
ア
と
の
問
題
、
支
那
と
の
問
題
、

ア
メ
リ
カ
の
問
題
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
問
題
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
々
茲
に
竝
べ
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
ど
の
方
面
を
眺
め
ま
し
て
も
手
を
取
り
合

へ
ば
取
り
合
つ
た
で
面
倒
が
起
り
ま
す
。
例
へ
ば
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ー
や
ス
ペ
イ
ン
と
特
別
な
關
係
が
段
々
む
づ
か
し
く
な
つ
て
居
る
の
で

す
。
さ
う
云
ふ
こ
と
が
む
づ
か
し
く
な
つ
て
行
け
ば
行
く
程
そ
ん
な
方
面
か
ら
は
日
本
に
色
々
な
刺
戟
が
起
つ
て
來
ま
す
。
卽
ち
ス
ペ
イ
ン

の
は
内
輪
喧
嘩
を
や
つ
て
居
る
の
で
す
か
ら
其
の
内
輪
喧
嘩
の
飛
ば
つ
散
り
が
飛
ん
で
來
ま
す
。
イ
タ
リ
ー
や
ド
イ
ツ
で
は
有
力
な
ヒ
ツ
ト

ラ
ー
で
あ
る
と
か
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
で
あ
る
と
か
云
ふ
の
が
獨
裁
的
の
政
治
を
や
つ
て
居
る
（
中
略
）
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ー
に
手
を
付
け
て
來

た
も
の
だ
か
ら
、
永
年
の
間
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
都
合
好
く
行
つ
て
居
つ
た
の
が
取
引
や
思
想
上
の
提
携
も
出
來
ぬ
や
う

に
な
り
ま
し
た
、
日
本
の
中
で
は
そ
れ
は
出
來
て
居
る
や
う
に
發
表
し
て
居
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ー
と
手
を
握
り
ま
し
て
か
ら
イ

ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
方
で
日
本
を
非
難
し
て
居
る
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
、
日
独
防
共
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
イ
タ
リ
ア
と

防
共
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
が
、
ド
イ
ツ
と
同
列
で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
十
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
後
の
八
月
号
「
大
難
の
め

ざ
め
」
に
お
い
て
は
、

「
第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
支
那
を
動
か
す
諸し

よ

外ぐ
わ
い

國こ
く

の
勢
力
で
あ
つ
て
、
一
つ
に
英
佛
の
財ざ

い

力り
よ
く

は
支
那
の
財
界
へ
働
き
か
け
、
二
つ
に

ソ
ビ
エ
ー
ト
の
運
動
は
支
那
農
民
と
結む

す

び
外
蒙
・
内
蒙
・
新
疆
を
經へ

て
中
支
に
進
出
し
、
直
接
に
は
支
那
と
密
接
な
關く

わ
ん

係け
い

を
保
ち
間
接
に
は

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

九



思
想
的
に
日
本
に
魔ま

手し
ゆ

を
延
ば
し
て
ゐ
る
か
ら
間
接
的
に
は
ソ
國
と
の
戰た

ゝ
か

ひ
に
な
り
、
そ
の
背は

い

景け
い

に
は
英
米
佛
が
昨
年
あ
た
り
よ
り
結
び

つ
い
て
後こ

う

援え
ん

す
る
情
勢
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
假
に
戰せ

ん

端た
ん

が
開
か
れ
た
場
合
表
面
的
に
英
米
佛
が
中ち

う

立り
つ

に
な
つ
て
も
、
そ
れ
等
の
經
濟
的

後
援
は
蘇そ

國こ
く

を
通
じ
て
支
那
に
這
入
つ
て
來
る
恐
れ
が
あ
り
、
彼か

れ

等ら

は
此
の
機
會
に
日
本
を
倒た

ふ

さ
う
と
努
力
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
時
多
少

の
力
と
な
る
だ
ら
う
と
推す

ゐ

測そ
く

さ
れ
る
の
は
伊
獨
兩
國
が
味み

方か
た

に
な
る
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
あ
ま
り
信し

ん

用よ
う

を
置
く
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
、

少
な
く
と
も
全ぜ

ん

世せ

界か
い

を
相
手
に
す
る
丈
の
覺か

く

悟ご

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
支
那
の
み
が
相
手
な
ら
ば
さ
し
た
る
こ
と
も
無
い
が
全
世
界
を
相
手

に
す
る
の
は
相
當
骨
が
折
れ
ま
す
。」

と
あ
り
、
日
中
戦
争
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
ビ
エ
ト
が
中
国
を
後
援
し
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
味
方
に

な
る
が
信
用
で
き
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。

二
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
見
方

椎
尾
師
は
十
二
月
号
「
事
變
に
現
れ
た
る
宗
敎
・
思
想
の
諸
問
題
」
に
お
い
て
、

「
英
國
は
利
權
を
有
利
に
し
既
得
權
を
守
り
、
日
本
の
商
工
業
の
力
を
押
へ
勃ぼ

つ

興こ
う

を
防
が
う
と
云
う
の
が
建
前
で
、
こ
れ
は
恰
度
大
戰
で

ド
イ
ツ
の
勃
興
を
た
ゝ
き
壞
し
た
如
う
に
自
國
の
利
權
を
存
續
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
動
き
を
思
想
的
に
觀
察
す
る
と
、
最

も
大
き
な
力
を
な
す
も
の
は
猶
太
人

ジ

ユ

ー

の
傳
統
的
精
神
で
あ
つ
て
、
猶
太
人

ジ

ユ

ー

は
金
の
爲
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
構
は
ぬ
、
卽
ち
拜
金
宗
と

云
つ
て
よ
い
程
の
熱
情
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
擬
裝

カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

す
る
に
僞
善
平
和
主
義
・
反
戰
主
義
・
非
戰
主
義
を
採
用
し
、
猶
太

ジ
ユ
ー

精

神
や
猶
太

ジ
ユ
ー

的
基
督
敎
思
想
を
保
持
し
て
蒋
介
石
政
權
支
持
の
方
針
を
と
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
中
国
蒋
介
石
政
権
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
拝
金
主
義
を
擬
装
す
る
た
め
、
偽
善
平
和
主
義
、
反
戦
非
戦
主
義

を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
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三
、
日
中
戦
争
に
対
す
る
見
方

椎
尾
師
は
八
月
号
に
「
天
皇
旗
の
下
に
」「
解
決
へ
の
道
」「
大
難
の
め
ざ
め
」「
日
本
國
民
の
人
道
的
使
命
」
等
の
文
章
を
掲
載
し
て
日
中

戦
争
勃
発
時
に
お
け
る
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
天
皇
旗
の
下
に
」
で
は
、

「
時
局
は
急
轉
し
た
。
擧
國
一
致
の
時
が
來
た
、
何
人
も
自
肅
自
奮
す
る
と
同
時
に
寛
容
協
勠
に
勉
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
萬
民
等
し

く天
皇
旗
の
下
に
集
ま
れ
、

大
御
心
は
至
高
至
正
、
四
海
萬
民
を
導
き
て
世
界
に
正
を
布
き
萬
國
に
仁
を
同
じ
く
し
給
ふ
。

大
御
稜
威
は
邪
を
斥
け
敵
を
壓
し
天
佑
を
保
全
し
三
軍
を
統
べ
億
兆
を
率
ゐ
六
合
に
照
臨
し
給
ふ
。
悠
久
な
る
國
運
を
通
じ
て
、
人
類
の
正

し
き
を
養
ひ
世
界
の
文
を
集
め
た
る
日
本
は
、
眞
の
人
類
世
界
建
設
の
使
命
を
有
す
る
最
高
國
民
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
等
は
日
本
帝
國
主
義

を
排
斥
す
、
我
が
國
の
千
萬
年
を
通
じ
て
正
義
眞
人
を
養
ひ
天
皇
の
至
仁
至
正
允
文
允
武
事
に
當
り
民
を
導
き
給
へ
る
を
解
せ
ず
、
征
伏
侵

略
の
横
暴
視
す
る
誤
解
謬
敎
に
基
づ
く
、此
等
敎
育
の
過
誤
を
破
り
、正
視
協
和
、共
生
共
働
の
眞
人
生
活
の
國
際
を
完
う
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
あ
っ
て
、
中
国
は
天
皇
の
導
き
を
誤
解
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
正
し
く
見
せ
て
、
共
生
共
働
の
世
界
を
完
成
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か

れ
て
い
る
。

「
解
決
へ
の
道
」
で
は
、

「
先
般
事
變
勃ぼ

つ

發ぱ
つ

し
て
よ
り
、
現
地
解
決
・
不
擴
大
方
針
で
進
ん
で
來
た
が
、
も
は
や
單
純
に
は
解か

い

決け
つ

さ
れ
ず
、
先
日
政
府
發
表
の
如
く

一
部
の
派
兵
を
な
し
た
時
も
或
ひ
は
大
き
な
問も

ん

題だ
い

に
な
り
は
し
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
た
が
、
二
十
五
・
六
日
頃
よ
り
形け

い

勢せ
い

が
變
つ
て
來
た
。

昭
和
十
二
年
『
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の
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そ
れ
は
支
那
が
次
々
と
不ふ

信し
ん

行か
う

為ゐ

を
重
ね
た
爲
で
あ
つ
て
、
不
信
の
根
を
刈か

り
取
る
必
要
が
生
じ
、
現
在
で
は
最
惡
の
場
合
を
考か

う

慮り
よ

し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
平
和
を
愛
す
る
日
本
は
解か

い

決け
つ

點て
ん

に
達
す
れ
ば
解
決
を
つ
け
度
い
と
切せ

つ

々せ
つ

に
思
ふ
て
ゐ
る
。

日
本
と
世
界
各
國
と
の
關
係
か
ら
今
日
の
事じ

變へ
ん

を
見
る
に
、
此
か
ら
三
年
後
に
は
英
米
の
軍ぐ

ん

備び

が
充
實
す
る
か
ら
英
米
の
壓あ

つ

力り
よ
く

が
強
く

な
る
事
が
豫よ

想さ
う

さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
日
本
の
足
場
を
固
め
て
淸
掃

き
れ
い

に
す
る
事
が
望
ま
し
い
。
故
に
撲な

ぐ
る
な
ら
早
く
撲
ぐ
つ
て
置
く

に
限
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
件
は
何ど

處こ

ま
で
の
び
る
か
判
ら
ぬ
。
當
の
相
手
の
支し

那な

に
し
て
も
負
け
る
蒋
介
石
み
た
い
の
が
居
る
内
は
よ

い
が
、そ
れ
に
と
つ
て
代
つ
て
共き

よ
う

産さ
ん

黨た
う

の
天
下
に
な
つ
て
は
困
る
の
で
、現
在
の
政
體
を
潰つ

ぶ

さ
ぬ
様
に
攻
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
難
し
い
。

兎
に
角
最さ

い

惡あ
く

の
場
合
を
豫
想
し
つ
ゝ
全
面
的
に
解
決
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。」

と
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
備
充
実
す
る
前
に
、
日
本
の
足
場
を
固
め
、
そ
し
て
中
国
が
共
産
党
の
政
体
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

「
大
難
の
め
ざ
め
」
で
は
、

「
世
に
謂
ふ
銃じ

う

後ご

の
護
り
の
眞
意
は
結
局
御
心
の
ま
ま
素す

直な
お

に
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
あ
る
。

次
に
夏
の
暑
さ
や
苦く

る

し
み
の
中
に
も
屈
せ
ぬ
神し

ん

佛ぶ
つ

の
尊
い
御
力
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
信
仰
が
一
層
進し

ん

展て
ん

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
際
國こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

體た
い

が
身
を
以
て
事
に
あ
た
る
の
で
な
け
れ
ば
年
來
祈
願
し
て
ゐ
る
日
本
人
の
純じ

ゆ
ん

眞し
ん

な
信
仰
生
活
が
出
て
來
な
い
。
明
治

以
來
華く

わ

美び

な
生
活
に
流
れ
た
が
此
よ
り
國
家
の
財ざ
い

と
し
て
兄
弟
の
物
で
あ
る
と
考
へ
て
歩
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
此
れ
は
重
大
な

事
で
あ
る
か
ら
各か

く

個こ

の
生
活
に
浮
き
沈
み
を
來
す
だ
ら
う
が
、
互
に
本ほ

ん

當た
う

の
共
同
生
活
へ
の
歩
み
は
此
れ
を
お
い
て
他た

に
は
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
尊
い
日
本
人
の
精せ

い

神し
ん

は
總
掛
り
で
事
に
あ
た
る
處
に
力
が
あ
り
、
四
億
を
相あ

ひ

手て

の
困
難
な
事
件
も
向
ふ
は
個
人
個
人
の
考
へ
で
あ
る

か
ら
、
協
力
し
て
日
本
人
全ぜ

ん

體た
い

が

陛
下
の
思お

ぼ
し

召め
し

の
下
に
歩
み
、
明
る
い
希き

望ぼ
う

を
い
た
だ
い
て
身
を
以
て
事
に
あ
た
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

と
あ
っ
て
、
日
本
人
全
体
が
天
皇
陛
下
の
思
し
召
し
の
下
に
、
こ
の
事
件
に
当
る
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
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「
日
本
國
民
の
人
道
的
使
命
」
で
は
、

「
瞬
間
の
天
災
と
は
違
ひ
、
連
續
し
て
尚
幾
年
に
亘
る
壓
迫
、
苦
難
に
よ
り
國
民
の
靈
火
を
燃
や
し
上
げ
る
時
が
來
た
。
困
難
、
疲
弊
、
壓

迫
、
來
ら
ば
來
れ
、
祖
宗
の
養
へ
る
正
義
の
力
、
信
仰
に
磨
き
上
げ
ら
れ
た
剛
健
の
魂
、
そ
れ
が
互
ひ
に
助
け
、
彼
岸
に
到
達
せ
ず
ば
止
ま

な
い
限
り
な
き
薪
と
な
つ
て
、
世
界
の
罪
惡
を
燒
き
つ
く
し
、
私
欲
を
破
り
去
つ
て
人
類
相
愛
の
正
し
き
、
正
法
世
界
の
建
設
へ
邁
進
す
る

も
の
と
信
ず
る
。
斯
く
し
て
正
義
萬
歳
、
陛
下
萬
歳
、
世
界
萬
歳
の
下
、
日
の
丸
の
國
旗
は
高
揚
せ
ら
れ
る
。」

と
あ
っ
て
、
日
本
国
民
は
正
義
の
力
に
よ
り
世
界
の
罪
悪
を
焼
き
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

椎
尾
師
は
九
月
号
「
國
民
！
起
て
!!
」
に
お
い
て
、

「
國
民
！
起
て
!!

事
變
は
愈
々
激
化
し
た
。
擧
國
一
致
、
何
人
も
自
肅
自
奮
國
難
に
直
面
せ
よ
。
短
期
局
地
の
解
決
、
平
和
不
戰
は
望
ま
し
く
と
も
、
戰
局
の

長
期
擴
大
は
必
然
で
あ
る
。
須
く
姑
息
に
安
ん
ぜ
ず
、
偸
安
を
夢
み
ず
使
命
の
徹
底
的
遂
行
を
覺
悟
す
べ
き
で
あ
る
。
期
す
る
所
、
侵
略
に

あ
ら
ず
、
復
讐
に
あ
ら
ず
、
ま
た
漢
民
殲
滅
に
も
あ
ら
ず
、
自
衞
權
の
發
動
で
あ
り
、
國
際
正
義
の
確
保
で
あ
る
。

國
民
！
起
て
!!

悠
久
な
る
日
本
使
命
の
達
成
へ
と
飛
躍
す
べ
き
秋
が
來
た
。
世
界
正
義
の
結
晶
た
る
日
本
正
義
發
展
高
調
の
時
が
き
た
。
文
明
文
化
の
缺
陷

を
、
除
卻
し
、
天
佑
を
顯
彰
す
べ
き
日
が
來
た
。
個
在
獨
善
唯
物
の
個
人
主
義
や
利
權
に
聚
る
強
力
團
を
排
撃
し
て
、
全
生
命
主
義
共
生
日

本
の
、
世
界
指
導
の
時
が
來
た
。
至
仁
至
正
な
る

天
皇
陛
下
の
大
御
心
を
體
し
、
帝
國
の
使
命
を
自
覺
し
て
勇
躍
せ
よ
。
今
や
皇
軍
將
士

は
、
北
支
中
南
の
山
海
に
、
君
命
を
か
し
こ
み
身
命
を
輕
く
奮
戰
苦
鬪
、
あ
ゝ
誰
か
そ
の
忠
勇
義
烈
に
感
謝
感
激
せ
ざ
ら
ん
。

國
民
！
起
て
!!

老
少
男
女
を
論
ぜ
ず
、
忠
誠
奉
公
、
内
は
各
自
の
業
務
に
淬
勵
し
、
外
は
所
在
の
防
護
に
熱
注
し
協
心
戮
力
一
人
の
業
に
惰
る
も
の
な
く
、

昭
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奢
侈
贅
澤
に
流
る
ゝ
な
く
、
個
人
主
義
を
打
破
し
、
一
切
の
階
級
鬪
爭
を
超
え
、
萬
民
等
し
く
使
命
に
邁
進
せ
よ
。
銃
後
の
民
よ
、
出
征
あ

る
も
の
は
奮
起
し
て
補
充
に
勉
め
よ
。
然
ら
ざ
る
も
の
は
將
士
家
族
の
慰
問
援
助
に
捧
げ
よ
。
物
を
分
ち
、
事
を
助
け
、
心
か
ら
の
慰
安
を

送
れ
、
何
人
も
先
づ
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぼ
せ
。

天
皇
旗
燦
と
し
て
飜
り

一
億
の
民
の
起
ち
上
る
と
こ
ろ
、
彼
の
不
信
背
約
も
、
侮
日
抗
日
、
あ
く
な
き
殘
虐
殺
掠
も
、
遂
に
目
覺
め
の
時

來
ら
ん
。

起
て
よ

國
民
!!

大
御
稜
の
輝
く
と
こ
ろ
天
佑
あ
り

降
魔
の
劍
を
か
ざ
し
、
邪
を
破
り
誤
を
正
し
、
惡
夢
を
覺
ま
し
や
が
て
正
視
協
和
、
共
生
共
働
の
眞
人

生
活
の
國
際
を
全
う
し
、
隣
邦
親
睦
、
東
洋
の
平
和
を
招
來
す
べ
き
で
あ
る
。（
全
文
）」

と
あ
っ
て
、
事
変
の
激
化
に
と
も
な
い
、
国
民
は
起
ち
上
が
り
、
個
人
主
義
を
打
破
し
、
全
生
命
主
義
共
生
日
本
の
世
界
指
導
に
邁
進
す

べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

椎
尾
師
は
十
一
月
号
「
日
本
は
勝
つ
た
」
に
お
い
て
、

「
皇
軍
は
北
支
に
連
戰
連
勝
し
た
、

破
竹
の
勢
を
以
て
河
南
を
掃
蕩
し
て
居
る
、

頑
強
に
敵
對
し
精
鋭
と
堅
固
と
を
誇
れ
る
上
海
も
陥
落
し
た
。

抗
日
侮
日
を
恣
に
し
、
我
が
平
和
解
決
の
希
望
を
蹂
躙
し
暴
行
挑
戰
せ
る
は
上
海
防
備
の
完
全
を
己
惚
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
建
造
を

受
負
つ
て
攻
手
の
失
敗
を
期
待
し
た
列
國
の
煽
動
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
實
に
防
備
は
堅
牢
で
あ
り
精
兵
は
多
數
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
恃

み
に
し
た
支
那
は
己
惚
れ
と
云
へ
ず
、
攻
撃
不
能
と
考
へ
た
列
國
も
、
常
識
を
持
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
拘
は
ず
上
海
が
陥
落
し
た

の
は
常
識
以
上
の
我
が
將
兵
の
忠
勇
な
る
信
念
の
力
で
あ
り
、
兵
器
以
上
の
肉
彈
の
働
き
で
あ
り
、
能
く
信
じ
能
く
働
か
し
め
給
ふ

陛
下
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の
稜
威
の
然
ら
し
め
た
所
で
あ
る
。
又
こ
れ
皇
祖
以
來
の
積
勢
、
保
育
さ
れ
た
る
天
佑
、
總
じ
て
は
日
本
が
勝
つ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
若

し
正
義
勝
た
ず
強
大
に
決
せ
ば
、
物
界
あ
り
て
心
法
な
く
、
猛
獸
哮
り
て
人
道
亡
ぶ
、
日
本
は
正
義
の
權
化
と
し
誠
忠
の
體
現
と
し
て
善
く

守
り
善
く
戰
ひ
善
く
勝
つ
た
の
で
あ
る
。
始
め
も
善
く
中
も
善
く
後
も
善
き
も
の
と
し
て
歡
喜
と
祝
意
と
を
捧
げ
ず
に
居
ら
れ
な
い
。」

と
あ
っ
て
、
上
海
が
陥
落
し
た
こ
と
に
対
し
、
日
本
の
正
義
が
勝
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
、
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
に
つ
い
て

椎
尾
師
は
昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
の
二
月
号
・
五
月
号
・
六
月
号
・
七
月
号
・
十
月
号
・
十
二
月
号
に
「
聖
德
太
子
十
七
條
憲
法
講
義
」

を
連
載
さ
れ
て
い
る
。
五
月
号
で
は
、

「
そ
れ
で
は
太
子
は
宗
敎
を
な
ぜ
佛
敎
に
求
め
ら
れ
た
の
で
せ
う
か
。
日
本
で
あ
る
か
ら
神
な
が
ら
の
古
道
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
せ
う

か
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
い
ふ
氣
持
は
當
時
に
も
多
分
に
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
欽
明
天
皇
の
御
時
佛
敎
傳
來
以
來
七
十

年
、
わ
づ
か
に
行
は
れ
て
多
く
の
非
難
を
蒙
り
ま
し
た
。
そ
の
行
ふ
側
に
は
支
那
朝
鮮
等
の
國
際
知
識
思
想
感
情
に
な
れ
て
ゐ
る
者
を
入
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
皆
佛
敎
は
正
し
い
立
派
な
も
の
で
あ
る
と
、
ハ
ッ
キ
リ
理
解
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
思
へ
ま
せ
ん
。
佛

敎
は
奇
麗
な
立
派
な
も
の
だ
と
、
そ
の
や
り
方
な
ど
に
つ
い
て
感
服
す
る
處
も
若
干
あ
り
ま
し
た
、
又
各
國
に
行
は
れ
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ

と
で
、
外
國
崇
拜
の
感
じ
で
何
と
な
く
よ
い
も
の
だ
と
い
ふ
位
で
、
之
が
本
當
に
正
し
い
も
の
と
い
ふ
こ
と
で
行
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
く
、

輕
佻
浮
薄
の
氣
持
か
ら
外
國
通
の
人
々
の
間
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、
表
面
に
は
用
ひ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
面
に
は
そ
れ
ほ
ど

に
用
ひ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

之
に
反
し
て
惟
神
の
古
道
は
日
本
人
固
有
の
も
の
で
、
わ
る
い
所
が
あ
る
が
離
れ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
新
し
き
宗
敎
に
屬
く
か
つ
か
ぬ
か

と
な
る
と
猛
烈
に
新
し
き
に
反
對
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
舊
來
の
信
仰
を
強
く
維
持
し
や
う
と
す
る
、
そ
れ
ゆ
ゑ
一
方
に
佛
敎
は
行
は

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

一
五



れ
て
も
そ
の
弘
ま
り
は
鈍
く
、
當
時
の
七
十
年
間
は
上
流
の
有
力
者
の
間
に
佛
敎
が
弘
ま
つ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
實
は
そ
れ
へ
の
反
抗

が
か
な
り
に
強
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
ゑ
太
子
が
佛
敎
を
主
と
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
之
に
反
對
す
る
も
の
ゝ
立
場
を
お
考
へ
に

な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
す
。

今
日
、
そ
れ
は
過
去
數
百
年
間
も
佛
敎
が
行
は
れ
て
來
た
と
き
な
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
太
子
の
當
時
に
神
道
に
依
ら
ず
佛
敎
に
依
る
と
い

ふ
こ
と
は
、
何
う
し
て
も
佛
敎
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
確
り
し
た
點
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
惟
神
の
古
道
を
ま
も
る
中
心
の
皇
室
に

於
て
佛
敎
を
ま
も
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
な
ほ
さ
ら
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
點
よ
り
考
へ
て
、
今
日
、
ぼ
ん
や
り

考
へ
て
ゐ
る
以
上
の
困
難
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
撲
り
合
ひ
、
流
行
病
、
飢
饉
な
ど
の
行
詰
り
の
時
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
國
民
思

想
を
根
本
か
ら
建
て
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
感
ぜ
ら
れ
た
と
同
時
に
、
國
民
思
想
に
斧
鉞
を
加
へ
て
、
從
來
の
惟
神
を
佛
敎
に
う
つ
す
こ
と
が

無
理
で
な
い
か
の
點
に
充
分
の
批
判
を
加
へ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
而
し
て
先
祖
以
來
の
純
な
惟
神
の
信
仰
は
正
し
き
敎
の
佛
敎
が
入

る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
、
神
の
心
、
皇
室
の
心
は
正
し
き
を
求
め
て
や
ま
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
皇
祖
皇
宗
の
御
心
を
守
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
聖
徳
太
子
が
第
二
条
「
篤
く
三
宝
を
敬
え
」
と
示
し
て
仏
教
を
顕
正
し
た
理
由
を
考
察
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
、
法
然
上
人
と
日
本
精
神
に
つ
い
て

椎
尾
師
は
三
月
号
「
知
恩
の
よ
ろ
こ
び
」
に
お
い
て
、

「
三
月
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
一
週
間
、
京
都
知
恩
院
で
三
上
人
遠
忌
（
中
略
）
が
つ
と
め
ら
れ
ま
す
。（
中
略
）
私
は
特
に
法
然
上
人
並

に
こ
の
三
上
人
の
御
四
人
の
方
々
に
よ
つ
て
出
來
た
日
本
精
神
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
考
へ
て
見
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。

共
生
文
化
研
究

第
五
号

一
六



あ
る
人
は
こ
れ
を「
念
佛
」で
あ
る
と
申
し
ま
す
。
念
佛
は
た
し
か
に
四
人
に
よ
つ
て
ハ
ツ
キ
リ
し
て
來
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

法
然
上
人
や
そ
の
お
弟
子
に
よ
つ
て
念
佛
は
始
め
ら
れ
た
と
は
い
は
れ
ま
せ
ん
。
日
課
別
時
が
始
ま
つ
た
の
で
は
な
く
、
た
ゞ
そ
れ
が
一
層

ひ
ろ
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
卽
ち
、
法
然
上
人
が
お
勸
め
に
な
ら
れ
た
念
佛
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
は
れ
て
ゐ
た
念
佛
が
、
專
修
一
行
に
な

つ
て
一
層
力
強
く
ひ
ろ
ま
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
法
然
上
人
そ
の
門
下
の
念
佛
は
ど
う
い
ふ
念
佛
で
あ
つ
た
か
、
或
は
之
を
「
往
生
」
の
念
佛
で
あ
る
と
も
い
ひ
ま
す
。
今

ま
で
の
は
「
息
災
の
念
佛
」
で
あ
つ
た
、
病
氣
が
治
り
、
難
儀
が
な
く
な
る
念
佛
で
あ
つ
て
、（
中
略
）
こ
れ
ら
息
災
の
代
り
に
「
往
生
」
の

念
佛
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
次
に
法
然
上
人
は
も
一
つ
強
く
云
は
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
他
の
三
上
人
は
何
う
か

知
れ
ま
せ
ぬ
が
、「
凡
入
報
土
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
學
者
も
愚
者
も
、
老
人
も
若
人
も
、
共
に
報
土
に
入
る
と
い
ふ
こ
と
、
す
べ
て

み
な
眞
實
の
力
の
中
に
入
り
う
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
眞
に
佛
の
中
に
生
き
て
ゆ
く
「
凡
入
報
土
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
宗
祖

開
宗
の
大
事
で
あ
つ
て
し
か
も
往
生
と
い
ふ
こ
と
ほ
ど
ハ
ツ
キ
リ
見
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。（
中
略
）

そ
れ
で
は
、
法
然
上
人
及
三
上
人
に
最
も
ハ
ツ
キ
リ
見
ら
れ
る
日
本
精
神
は
何
ん
で
あ
ら
う
か
、
と
考
へ
ま
す
と
、
そ
れ
は
目
の
前
の
こ

と
を
遠
く
見
て
ゐ
た
か
の
や
う
で
あ
り
、
背
に
負
へ
る
子
に
淺
瀨
を
敎
へ
ら
れ
る
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
知
恩
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
か
げ
さ
ま
、
か
た
じ
け
な
い
、
あ
り
が
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
法
然
上

人
を
通
し
て
三
上
人
の
胸
に
ハ
ツ
キ
リ
し
て
來
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
往
生
淨
土
」
や
「
凡
入
報
土
」
は
ハ
ツ
キ
リ
致
し
ま
せ
ん
が
、「
知

恩
」
が
一
番
ハ
ツ
キ
リ
し
て
來
た
の
だ
と
思
は
れ
ま
す
。（
中
略
）

か
や
う
な
形
に
日
本
佛
敎
は
改
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
法
然
上
人
の
日
本
佛
敎
と
し
て
一
番
強
く
表
は
さ
れ
ま
し
た
點
は
、
選
擇
本

願
と
か
、
凡
入
報
土
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
「
知
恩
の
精
神
」
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
一
切
の
佛
敎
を
ひ
き
つ
け
た
の
で

あ
り
ま
す
。
淨
土
と
禪
と
は
有
相
と
無
相
の
ち
が
ひ
だ
と
い
ひ
ま
す
。
ま
た
、淨
土
と
日
蓮
は
稱
名
と
稱
題
の
ち
が
ひ
が
あ
る
と
い
ひ
ま
す
。

昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
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し
か
し
、
こ
れ
ら
の
異
な
り
の
中
に
共
通
な
る
は
「
知
恩
」
の
氣
持
で
あ
り
ま
す
。
禪
宗
も
眞
宗
も
日
蓮
宗
も
、
す
べ
て
に
共
通
な
の
は
知

恩
の
精
神
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

か
や
う
に
知
恩
の
精
神
は
尊
い
と
同
時
に
、
殊
に
今
日
の
や
う
な
下
尅
上
の
思
想
あ
る
と
き
、
君
の
恩
、
親
の
恩
、
師
の
恩
の
洪
大
な
る

を
忘
れ
、
階
級
鬪
爭
、
派
伐
思
想
の
激
し
い
と
き
、
一
層
必
要
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
法
然
上
人
の
當
時
復
讎
思
想
の
強
く
勃
興
せ
る
と

き
、
源
平
鬪
爭
の
は
げ
し
き
と
き
に
、
知
恩
の
道
が
最
も
大
事
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
百
代
を
通
じ
て
和
か
な
道
が
開
か
れ
た
こ
と

で
あ
る
と
知
る
の
で
あ
り
ま
す
。
佛
敎
の
和
は
知
恩
の
道
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
辱
け
な
さ
、
有
り
難
さ
の
中
に
大
和
合
の
道
あ
る
を
敎
へ
ら

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
階
級
鬪
爭
、
新
舊
思
想
の
爭
ひ
、
國
際
間
の
紛
爭
あ
る
と
き
、
こ
ゝ
に
眞
の
解
決
が
與
へ
ら
れ
る
も
の
と
思
ひ

ま
す
。

こ
ゝ
に
三
上
人
の
遠
忌
を
む
か
へ
て
、
知
恩
の
大
精
神
の
尊
さ
を
深
く
且
つ
重
く
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
法
然
上
人
の
日
本
仏
教
と
し
て
強
く
表
わ
し
た
点
は
、
選
択
本
願
や
凡
入
報
土
で
は
な
く
、「
知
恩
の
精
神
」
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
禅
宗
、
真
宗
、
日
蓮
宗
と
も
共
通
し
、
最
も
大
事
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
、
昭
和
十
二
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
特
に
欧
米
に
対
す
る
見
方
、
ユ
ダ
ヤ
思
想
に
対

す
る
見
方
、
日
中
戦
争
に
対
す
る
見
方
、
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
と
日
本
精
神
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
昭
和
十
二
年
の
前
後
、
椎
尾
師
の
言
説
の
推
移
変
化
を
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

椎
尾
弁
匡

共
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